
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な公園緑地や 

身近な街路樹の 

身近な対処法 



 

 

 

現在、前橋市内の公園緑地及び街路樹の維持管理は、愛護会の皆様のご

理解とご協力がなくては成り立たちません。 

 

常日ごろの皆様のご尽力に、心から感謝申し上げます。 

 

 

公園緑地は、だれでも安全に安心して利用できる、大切な公共施設です。 

 

さらに、街路樹は景観の向上だけでなく、車道から歩道へ車の飛び出しを

防ぎ、地球温暖化の防止にも役立っております。 

 

 

愛護会活動が、住民活動の活力、住民自治の礎に今後も発展しますよう、

愛護会会員皆様のご尽力、ご努力へ職員一同報えるよう頑張りますので、 

今後もご理解とご協力の程、宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

                              公園管理事務所職員一同 
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公園緑地の維持管理について 

 

１．前橋市の公園緑地管理状況 

 前橋市内には、大小さまざまな都市公園が４００箇所以上あります。 

その多くは、愛護会を設立していただき、維持管理の一部をお願いしております。 

 

２．公園緑地の管理方法 

 公園緑地の維持管理で、市が業者に委託する業務は、次のものがあります。 

（１） 公園施設の修繕 

      市所有の公園内の遊具や外柵、公園灯、水飲栓、トイレ等の公園施設の 

破損・故障などが生じた場合の修繕を行っております。 

（２） 公園樹木（高木）剪定・伐採業務 

    市所有の公園内に植栽されている高木（ケヤキ、イチョウなど高所作業車を必要

とするもの）の剪定業務は、造園業者にて行っております。中低木につきましては、

前橋公園事務所の職員により剪定を行っております。 

公園数も多いことから、剪定等については、３年～５年に１回程度のサイクルで

作業を計画したいと思っております。しかしながら枯れ木、枯れ枝の除去など緊急

性のものにつきましては、迅速に対応いたします。 

（３） 病害虫防除業務等 

公園樹の中には、毛虫類（アメヒト、イラガ等）が付きやすいものがあります。その

際には、早期駆除を努めています。近年薬剤アレルギーの人が増えていますので、

基本は剪定、捕殺にて駆除しております。 

  

３．愛護会、自治会のみなさまにご協力いただきたいこと 

（１） 除草清掃のご協力のお願い 

公園内の草が伸び放題になっている状況や、ごみが散乱している状況は、 

衛生上及び景観上からも好ましくなく、不法投棄などが頻繁に行われるような場と

なり、悪循環となっていきます。 

また、ガラスなどの破片は、特に小さなお子様に危険なものです。そのため、除

草清掃のご協力をお願いいたします。 

ゴミ袋が必要な場合は、ご連絡ください。また、ゴミの回収にもお伺いいたします

のでご連絡をお願いいたします。 

（２） 簡単な樹木の剪定 

先にも記載させていただきましたが、公園内の樹木の剪定作業は３年～５年に１回程

度になります。そのため、樹木は繁茂し景観の悪化だけでなく、安全面にも支障を生じ



 

 

ます。 

可能な限り簡単な低木や生垣などの刈込みのご協力をお願いいたします。その

際、ご質問などがございましたらご連絡下さい。 

また、危険な樹木などは迅速に対応いたしますので、ご連絡をお願いいたします。 

（３） 公園施設の破損、故障等があった場合の市への連絡 

先にも記載しましたが、危険な公園施設は事故を未然に防ぐため、早急に 

対応いたします。市としてもパトロールは行っておりますが、近隣にお住まいになら

れている皆様のお気付きの点がございましたら、市までご連絡をお願いいたします。 

そして、水道の破損、公園灯の不点灯等は二次災害を引き起こす可能性もござ

います。ご連絡をお願いいたします。 

（４） 毛虫が発生した場合の早期対応 

    アメヒトなどの毛虫は、出始めの時期では巣ごと撤去ができ、駆除が容易に行え

ます。公園内で、毛虫の巣を見つけましたら、剪定バサミなどで枝ごと撤去するか、

公園緑地課へご連絡ください。 

（５） 枯損木、枯枝、支障木（枝）の連絡 

    枯れた木をそのままにしておくと、台風などの時に倒木の恐れがあります。市でも

パトロールを行い、伐採撤去をしておりますが、もし危ない公園樹木がありましたら、

公園緑地課までご連絡ください。 

さらに、公園樹木の枝が民地に入り込んでしまい、生活に支障をきたしている枝

や、標識やカーブミラーなどが見えなくなっている枝や樹木、また、外からの見通し

を悪くして、危険な箇所をつくっている樹木についても、ご連絡をお願いします。 

 

４．その他 

最近、公園利用者のマナーの悪化について、愛護会の皆様から多くご連絡を頂きま

す。市といたしましても、看板によるマナー向上の啓発や、悪質なものに関しましては、

警察に被害届けやパトロールの強化をお願いしています。 

このような問題は近年多くなってきているように思われます。 

今後も愛護会の皆様と連携を密にとり、解決策を見出していきたいと思いますので、

ご協力の程宜しくお願いいたします。 

 

 

 

連絡先 

建設部公園管理事務所  

０２７－２２５－２１１６（直通） 



 

 

街路樹の維持管理について 

 

１．前橋市の街路樹緑化推進状況 

 前橋市では市内の街路に適合（交通量、道路幅、周囲の環境等）した植樹を推進してい

ます。現在植栽されている主な樹木としては、ケヤキ、ハナミズキ、イチョウ、フウノキ、トウ

カエデ、サクラ等があります。 

 

道路区分 路線数 街路延長（ｍ） 高木（本） 

市  道 １００ ７０，０００ １１，６００ 

 

２．街路樹の管理方法 

 街路樹管理では、市が業者に委託する業務は、次のものがあります。 

①グリーンベルト管理業務 

 市道植樹帯にあるグリーンベルト（低木類：サツキ、ツツジ等）の刈込、除草、緑地帯の

芝刈りなどを行っております。刈込回数については、サツキ等の花が咲くものについては

年１回、ツゲなどの花が咲かないものについては年２回行っております。また、除草につ

いては、路線により年１～３回行っております。 

②高木剪定業務 

市道に植栽されている高木（ケヤキ、ハナミズキなど）の剪定業務は、夏期と冬期に

行っております。夏期については、一部路線にて行っており、冬期については市内一円

の街路樹を、おおむね３年のサイクルで行っています。 

③病害虫防除業務等 

街路樹の中には、毛虫類（アメヒト、イラガ等）が付きやすいものがあります。その際

には、早期駆除を努めています。近年薬剤アレルギーの人が増えていますので、基本

は剪定、捕殺にて駆除しております。 

  

３．愛護会、自治会のみなさまにご協力いただきたいこと。 

①毛虫が発生した場合の早期対応 

アメヒトなどの毛虫は、出始めの時期では巣ごと撤去ができ、駆除が容易に行えま

す。近隣の街路樹などで、毛虫の巣を見つけましたら、剪定バサミなどで枝ごと撤去す

るか、公園管理事務所へご連絡ください。 

②枯損木、枯枝の連絡 

枯れた木をそのままにしておくと、台風などの時に倒木の恐れがあります。市でも

パトロールを行い、伐採撤去をしておりますが、もし危ない街路樹がありましたら、公

園管理事務所までご連絡ください。 



 

 

③落葉清掃のご協力のお願い 

秋の落葉の時期には、道路上に落葉が溜まってしまいます。道路管理課と連携し、

道路清掃車などを走行させていますが、歩道部分については走行ができません。歩道

部分の清掃については、近隣の方にもご協力をお願いいたします。ゴミ袋が必要な場

合は、ご相談ください。 

 

４．その他 

 （１）市の発注以外の剪定について 

    街路樹の剪定については、市が計画的に剪定するほかに、東京電力や NTT などが、

電線の維持管理のために支障木を切除する場合があります。その場合は、樹木の

頭を詰めることなどがありますが、保守管理上必要ですので、ご了承ください。 

 （２）飾花について 

    道路の空いている植栽枡に、飾花をする場合、花の高さに注意願います。コスモス

やヒマワリなどが飾花されている場合がありますが、道路への出入りの際に視認性

が悪くなり、事故の原因にもなりかねません。飾花する場合は、背丈の低い花でお

願いいたします。 

 （３）国道、県道の管理について 

   国道、県道の管理については、それぞれ国、県が管理しております。何かありまし

たら、下記までご連絡ください。 

   前橋市内の国道・・・国土交通省 前橋出張所 ２５１－２８２８ 

   前橋市内の県道・・・前橋土木事務所 ２３４－４２２４ 

 

 

連絡先 

建設部公園管理事務所 

０２７－２２５－２１１６（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

公園灯故障かな？と思った時の対処法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電柱から、電源を引くためにほとんどの公園

に設置されています。電柱から近い道路沿い

にあります。直接電柱からひいて電灯をつけ

ている場合もありますので、その場合は市へ

ご連絡ください。 

ブレーカが落ちている場合「切」になってま

すので、レバーを「入」に上げてください。 

カギのかかっているものもあります。その場

合は市へご連絡ください。レバーを回すと開

きます。また、ご希望があれば、鍵をお渡し

することも出来ます。 

 夏場の雷雨時等の後に、公園灯が点灯しないとき

があります。そのような時、原因としてブレーカが落ち

ている場合が考えられます。ブレーカが落ちている場

合はブレーカを上げることにより解消されます。（写真

参照）                                                                                  

 また、タイマーにより公園灯『入』『切』をしている場

合はタイマーが停電等で誤作動する事がありますの

で、市へご連絡ください。 

 なお、ブレーカが落ちていない場合は、球切れ等他

の原因によるものですので、市へご連絡ください。 

 また、日中も点灯している場合は、自動点滅器（明

るさを感知してスイッチを入れる装置）の不具合が原

因ですので、電気の無駄遣いを防ぐためお気づきに

なりましたら市へご連絡ください。 

 さらに、公園灯の笠破損も多くあります。子供のイタ

ズラが主な原因ですが、放置しておくと灯具本体に水

が入り破損してしまいます。こちらもお気づきになりま

したら市へご連絡ください。また、いたずらは、周辺の

小石を除去することで防ぐことが出来ますのでご協力

お願いします。 

 

① 

② 

③ 



 

 

公園水道破損！その時の緊急対処法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳冬期に起こる最も多い水道故障は、凍結によ

る破損です。場合によっては大量に噴出し、凍結箇

所の拡大、水飛散による二次災害が起こりますの

で早期の対応が必要です。市も早急な修理を心が

けますが、発見後直ちに水道を止めることが必要

です。 

今回紹介しますのは、量水器からの止水方法で

す。（他には、止水栓による止水等があります。） 

市担当者も連絡をいただき次第、早急に現場へ

向かいますが、その間大量に水が噴出してしまい

ます。そのため、応急処置として止水をしていただ

けることが、大変ありがたい対処となります。 

量水器は各ご家庭にもあるものです。いざという時

や、漏水など早期発見のためにも役に立ちます。

各ご家庭のみならず、公園の量水器の場所も確認

していただきますようご協力願います。 

また検針時に見やすいよう定期的な清掃もご協力

願います。 

ご希望の愛護会には、量水器の位置図を持っ

て、お伺いいたします。 

  写真は量水器です。使用量を量るため

公園に設置されています。 

  この中に、水を止めるときのレバーと、

量水器が入っています。公園外周、道路に

近いところにあります。 

  図のようにレバーを回すと公園内の水が止
ります。 

  すべての水道が止りますので、利用が予想

されるトイレ、水飲み栓に使用中止の周知（貼

紙等）が必要です。 

  水を止めると赤丸部分の回転する箇所が止りま

す。 

  水を止めずに見てみると、水の使用が無いのに回

っている場合はどこかで漏水している可能性がありま

す。 



 

 

毛虫の発生！早期発見、早期対応で早期解決① 

 
①アメリカシロヒトリ（アメヒト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのご連絡をいただく「毛虫」の対応です。 

アメヒトは公園・街路樹の害虫苦情のナンバ

ー1 です。一箇所から大量に卵からかえり、飛

散により拡散し、周辺樹木の葉を食べ、周辺家

屋へ侵入することもあります。 

毛虫でも、毒性はありませんので、触れても

大丈夫ですが、嫌いな人、アレルギーの方は避

けてください。 

アメヒトは早期発見・早期対応で、被害が大

きくならないうちに解決できるものです。また、

発生初期段階でも目視により確認しやすく早期

通報をしていただければ、市も早期対応をし被

害拡大を未然に防ぐことができます。くもの巣状

のアメヒトの巣を発見したらすぐに切除、駆除す

るか、届かない場合は市へ通報してください。 

桜には特に好んで付きますので、公園内に

桜がある場合は、注意が必要です。 

発生時期は 6 月頃に第 1 回目の発生があ

り、その後２～３回晩秋まで発生しますので、長

期にわたり注意をお願いします。 

  写真上は、巣の状態です。 

  まとまっており飛散する前なので巣部分を

切除し駆除すれば被害拡大を未然に防げま

す。                        

 特徴としては、くもの巣状になっており、毛

虫が食べた葉は形を残し茶色く透き通った感

じです。（写真下）                   

  発生位置が高く、枝の切除が困難な場合

は、市へ通報してください。                                 

                         

 飛散後は、剪定だけでは対応できません。広く散ってしまいますので、その前までの対応が
大切です。飛散した場合は手の施しようがありません。早期発見・早期対応が望まれますので

ご協力お願いします。 



 

 

毛虫の発生！早期発見、早期対応で早期解決② 

 

②チャドクガ（幼虫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③イラガ（幼虫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛護会・自治会で対応していただいている    

 アメヒトのほかに公園・街路樹に多い毛虫を紹介

します。 

 これも早期発見早期対応で、被害が大きくならな

いうちに解決できますので、ご注意・ご協力願いま

す。また、このページに紹介する毛虫は毒性があ

るため、子供たちが利用する公園では早期駆除を

する必要があります。発見し次第、市へ通報願い

ます。 

 チャドクガはサザンカ・ツバキ系の樹木に大変付

きやすい毛虫です。毒性が強いので注意が必要

です。発生時期は年２回で５月～と８月～の２回で

す。 

 イラガは柿・ウメ・サクラ等の食樹に付きやすく、

公園・街路樹ではヤマボウシによく付いています。

年１～２回発生し、７～８月及び１０月頃発生しま

す。 

  発生初期は写真のようにまとまってお

り、アメヒト同様駆除しやすいです。しか

し、毒性が強いので触れないよう注意が

必要です。成虫、卵にも毒性があり、死骸

にも毒が残りますので、剪定後の片付け

も注意が必要です。飛散後は、剪定だけ

では対応できなく、広く散ってしまいますの

で、その前までの対応が大切です。発見し

次第、ご連絡ください。             

  黄緑色で派手な毛虫です。これも毒性があり、電気が走るような痛みがあるためデンキムシとも呼

ばれています。ヤマボウシ等に好んで付きますが、葉の裏側にいるため発見しづらいです。剪定時に

注意が必要です。 

  

農薬散布について 

農薬散布については、原則市では行いませ

ん。生活への危害が多く手の施しようが無く

なった場合に、やむを得なく最終手段として

行うことがありますが、ご理解のほどお願い

します。万が一行う場合には、規定に希釈等

しています。また、散布周辺でアレルギー患

者がいる場合は市へ事前相談してください。           

注意 



 

 

桜が危ない！ 

クビアカツヤカミキリにご注意ください！ 

～早期発見・早期駆除が樹木を助けます～ 

 

 

クビアカツヤカミキリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期発見がされれば、薬剤の樹幹注入で木を助けることが

できます。発見が遅れると伐採しか打つ手がなくなります。

みなさんのご協力をお願いします。 

 

クビアカツヤカミキリは、桜や梅、桃など

に寄生し、幼虫が木の中を食い荒らす外

来昆虫です。 

幼虫は木の中で２～３年をかけて成長

し、成虫になると木から出てきます。成虫

の発生時期は６月から８月頃で、幹や枝

の樹皮に産卵します。繁殖力が強く、成虫

の寿命は２週間以上です。 

クビアカツヤカミキリが食い荒らした木

は枯れてしまうため、落枝や倒木の危険

性が高まります。そうなると伐採せざるを

得ないため、早期発見が重要です。 

 幼虫は樹木の中にいるため、その姿を

発見することができません。ですが、幼虫

が食い荒らした樹木からは「フラス」と呼ば

れる特徴的な木くずとフンが混ざったもの

が大量に排出されます。かりんとう状で触

っただけではその形は崩れません。春か

ら秋にかけて、木の根元にこのフラスを見

つけたらご一報ください。 



 

 

    公園等の農薬散布前に「ちょっと一読」 
 

農薬の選択について 

１ 必ず農薬登録がなされた農薬を利用してください。（農薬のラベル等に「農林水産省

登録第○○○○号」と記載のある農薬）なお、非農耕地専用と称して、農薬として

使用ができない旨の表示がある除草剤は、農薬登録がなされていないため、公園

や街路等の植栽には使用できません。 

２ 人畜や環境への負荷をできるだけ低減する観点から生物農薬やフェロモン剤に適用

があれば優先的に利用してください。ただし、このような農薬は即効性に劣る性質

がありますので、効果が遅いことをご承知おき下さい。 

３ 粒剤等可能な限り飛散の少ない剤型の農薬を利用してください。 

４ 低温でも揮発しやすい農薬は、揮発影響を考慮して利用してください。 

５ 当該防除対象の農作物等や病害虫に適用ある農薬を、ラベルに記載されている使

用方法（総使用回数、使用量、使用濃度、使用時期等）及び使用上の注意事項を

必ず守って使用してください。 

６ 農薬に他の農薬との混用に関する注意事項が表示されている場合は、それを厳守し

てください。 

 

 

散布について 

 １ 散布区域の近隣に学校、幼稚園、保育園、通学路、図書館等がある場合は、当該学

校へ事前に周知しまた、散布時間についても、通学帰宅時間を避け最大限考慮し

行ってください。 

 ２ 無風または微風の気象条件で散布してください。また風向きには注意して、住宅地や

農地への飛散が可能な限り少ない風向きで行ってください。 

 ３ 散布する際は、樹木全体への散布は可能な限り避け、病虫害の発生部位等へスポッ

ト散布してください。 

 ４ 全ての農薬について、安全な場所に施錠して保管する等保管管理には十分注意して

ください。また農薬を他の容器へ移し変えないでください。 

 ５ 散布作業前日及び散布作業後には、飲酒をひかえ、十分な睡眠をとってください。体

調の優れない、又は著しく疲労しているとき等、散布作業は行わないでください。 

調製又は散布を行うときには、農薬用マスク・保護メガネ等防護を十分行い、取扱

いを慎重に行ってください。 

 ６ 風下からの散布は避けてください。散布中、散布後に気分が悪くなった場合は、直ち

に医師の診断を受けてください。 

 ７ 散布エリアは、一定期間立看板等による表示とともに、必要に応じロープ等にて立ち

入らないよう措置を行ってください。 

 
環境省「公園・街路樹等病害虫・雑草管理暫定マニュアル ～農薬飛散によるリスク軽減に向けて～」

抜粋 

 



 

 

その他、便利な問い合わせ先 

各種公園施設 

修繕等 

  市所有の公園内の遊具や外柵、公園灯、水飲栓、トイレ等、公園施設が、破損・

故障などした場合の修繕を行っております。事故などを未然に防ぐため、皆様の

ご協力をお願いいたします。 

 ○ご連絡先・・・・・公園管理事務所（電話 225-2116） 

公園樹木の剪定等   市所有の公園内の樹木の剪定を行っております。しかしながら、公園数が多い

ことから、作業の周期は３年に一回程度になると思います。愛護会の皆様で作業

をされる際、樹木の剪定方法など、ご質問がございましたら、ご連絡願います。

皆様のご協力をお願いいたします。 

 ○ご連絡先・・・・・公園管理事務所（電話 225-2116） 

草刈機の貸出し  公園内の除草をするにあたり、肩掛け式草刈機等の貸し出しを行っています。

ご活用ください。 

 （お願い）小石などの飛散し危険な機械ですので、お取扱いには十分注意して

ください。また、公園外での使用はご遠慮ください。 

 ○予約及び貸出し場所・・・・・敷島公園ばら園（電話 232-2891） 

ゴミ袋の提供   愛護会連合会に加盟されている団体方へ、清掃等に使用するゴミ袋を 

お渡ししています。 

 ○お渡し場所・・・・・公園管理事務所（電話 225-2116） 

ゴミの回収 

 

 公園清掃後のゴミや、除草した草、剪定枝等は回収に伺います。 

 （お願い）ゴミ袋に入れ分別していただきだき、公園出入口付近（公園内）に

まとめておいてください。回収連絡には、除草ゴミ回収フォームをご利用くださ

い。 

 ○ご連絡場所・・・・・公園管理事務所（電話 225-2116） 

講習会実施  毎年１回実施されます。木や花の勉強会、樹木の剪定方法など、公園日常管理

に必要な講習で市内愛護会員との意見交換・親睦を深める良い機会です。ご自宅

の庭木管理、愛護会活動にも活用できますので奮ってご参加ください。 

まちかど花壇等 

助成制度 

空き地などに、花壇を設置する助成です。一定の条件がありますが、公園内で

花壇を作りたい、作ってみたい愛護会、自治会単位で申込みいただけます。道路

等の残地、民地でも可能ですので、花のある街づくりに奮ってご相談ください。 

 ○問い合わせ先・・・・・公園緑地課緑化政策係（電話 898-6842） 

公園内看板提供  公園内のお知らせとして看板を提供することが可能です。文面、設置場所、形

態などご相談ください。 

○ご連絡場所・・・・・公園管理事務所（電話 225-2116） 

 


